
第66回日本栄養改善学会学術総会

令和元年9月5日（木）～7日（土）　参加者：約2,500名
富山県民会館・富山国際会議場
　日本栄養改善学会は、栄養学の研究と科学的根拠にもとづく栄養
実践活動により、国民の健康増進に寄与することを目的にしています。
本学術総会のテーマは、「語り合おう！栄養学のこれからをin北陸」で
す。栄養学の研究と実践の専門家が北陸の地で一堂に会し、これから
の栄養学について熱く語り合い、発展させる機会にできればと考えて
います。9月7日（土）の午後2時より、市民公開講座「認知症・寝たきり
予防のための食事・作業療法」も開催します（入場無料）。

Pick up

Convention

【事務局：富山短期大学 食物栄養学科内】〒930-0193 富山県富山市願海寺水口444 TEL：076-436-5168／FAX：076-471-5195
【運営事務局：株式会社PCO】〒939-8063 富山県富山市小杉120 TEL：076-461-7028／FAX：076-428-9156
E-mail：kaizen66@pcojapan.jp　https://pcojapan.jp/kaizen66/

日本栄養改善学会
in語り合おう！ 栄養学のこれからを 北陸

第66回

学術総会

2019年9月5日（木）～7日（土）
富山県民会館、富山国際会議場

事前参加登録期間 2019年2月28日（木）～7月11日（木）［正午］
演題登録期間 2019年2月28日（木）～4月25日（木）［正午］

竹内 弘幸（富山短期大学 食物栄養学科長 教授）
山本 浩範（仁愛大学 健康栄養学科 教授）
原田 澄子（金沢学院短期大学 食物栄養学科長 教授）

〈会　　長〉

〈副 会 長〉

〈実行委員長〉

https://pcojapan.jp/kaizen66/
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〒930-0083 富山市総曲輪2-1-3
富山商工会議所ビル7F
TEL.076-421-3300
FAX.076-421-0963
URL : http://toyama-cb.or.jp/
E-mail : toyama-213@voice.ocn.ne.jp
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02 ■コンベンショントピックス
 ①NCM2019（第29回神経運動制御学会）

 ②第14回法人会全国女性フォーラム富山大会

 ■IMEX Frankfurt 2019

03 ■コンベンショントピックス
 ③軽金属学会第136回春期大会

 ④2019日台観光サミットin富山

 ⑤令和元年度日本樹木医会富山大会

04 ■7月・8月・9月コンベンションカレンダー

稲葉山から望む小矢部市街（小矢部市）



コンベンションコンベンションコンベンション ククッッピピトト スス

■日時：平成31年4月22日（月）～28日（日）
■会場：富山国際会議場
■参加者：324名

1 29th Annual Meeting of the Society for the Neural Control of Movement（第29回神経運動制御学会）

2 第１４回法人会全国女性フォーラム富山大会

■日時：平成31年4月25日（木）
■会場：富山産業展示館（テクノホール）
■参加者：約1,600名

　税を中心とした活動で国や地域への貢献を目指す「法人会」。その女性経営者らで
組織する『全国法人会総連合女性部会連絡協議会』が主催する全国女性フォーラム富
山大会が、全国から約1,600名の女性部会員の参加を得て、盛大に開催されました。
　本大会は、女性部会員の資質向上と情報の共有化による部会活動の活性化を目的と
し、全国各地で毎年1回開催しているもので、式典では富山県内の４女性部会による
租税教育や社会貢献活動の様子が映像で紹介されました。また、全国の女性部会で取
り組む、小学生対象の「税に関する絵はがきコンクール」には毎年約
25万点の応募があり、平成30年度の全法連女連協会長賞受賞作品12
点を含む全国の単位会代表作品432点を会場内に展示、自由な発想で
「税金」を見つめる子供たちの想いが上手に表現されているという声
が来賓や参加者から聞かれるなど、大変有意義な大会となりました。

歓迎看板：富山きときと空港

歓迎看板：富山きときと空港

Lee Miller, PhD
President & Conference Chair

I am the president of the Society for the Neural Control of Movement (NCM), an international scientific society that studies the brain, 
how it controls our movements, and the neurological disorders that prevent normal movement. NCM has a tradition of holding an 
annual meeting in a different, exciting location each year. I made the decision two years ago, to bring NCM to Japan for the first time 
in the society's 30-year history. While it was an exciting prospect, it also left me very concerned about the many logistical problems 
we might encounter. However, my own experience, and the survey responses of our members, indicates that the meeting was a 
huge success. I could not have been more pleased with the assistance given to us by the Toyama Convention Bureau and the staff of 
the convention center. Beginning with the pre-conference planning through on-site logistics, we received excellent support for our 
meeting. The conference facility itself was state-of-the-art, and the food provided during breaks was outstanding. On-site staff were 
very helpful to our delegates by offering translations, planning excursions and securing restaurant reservations, and even trouble 
shooting computer problems. The financial support the society was offered from the city and prefecture was substantial, and was also an important 
consideration in my decision to host the meeting in Toyama. The success of this meeting has made it very likely that NCM will return to Japan again soon.
　NCM（神経運動制御学会）の会長 Lee Millerです。NCMは、脳がどのようにして私たちの身体の運動を制御しているか、また神経障害がどのようにし
て正常な運動を妨げるのか、についての研究を行っている国際学術団体です。NCMでは、毎年異なる都市で年次学術集会を開催することとしています。
NCMは発足して30年になりますが、私はこの学会を今回初めて「日本」で開催することを2年前に決定しました。わくわくするような期待がある一方、運営
面では様々な問題に直面するのではないか、という心配も大いにありました。しかしながら、私自身の経験から言わせていただくと、また学会参加者からの
調査回答によれば、今回の学会は大成功を収めた、ということが言えます。富山コンベンションビューローと富山国際会議場のスタッフが私たちのために提
供してくれた支援は、最高のものでした。事前の計画段階から始まり、当日の開催運営にいたるまで、すばらしい支援をいただきました。コンベンション施設
は最新鋭で、休憩の際に提供された食事も素晴らしかったです。学会の会期中、現場のスタッフの皆様も学会参加者へ多くの手助けをしてくれました。通訳
してくれたり、エクスカーションのコースを提案してくれたり、レストランの予約を代行してくれたり、パソコンのトラブルさえも解決してくれました。
　富山市と富山県からいただいた開催補助金もとても大きな額で、富山でこの学会を開催すると決断をする重要な要素となりました。この学会が成功裏に
終わったことは、近い将来、このNCMが再び日本で開催される可能性を強めたと言えるでしょう。

IMEX Frankfurt 2019

～IMEX Frankfurt 2019に富山県が初出展～
　5月21日（火）～23日（木）に、ドイツ・フランクフルト
で開催された世界最大のMICE専門見本市IMEX　Frankfurt　
2019に、富山県が初めて出展し、富山コンベンション
ビューローからも職員が参加しました。
　全世界から集まるホステッド・バイヤープログラムの質
の高さで出展者から高い支持を集めているこの見本市で
は、多くのバイヤーが各ブースを訪れ、BtoBの商談を活発
に行います。
　富山ブースでは、かねてより誘致中であった学術系会議
（300名規模）の商談が１件まとまりました！
　また、具体的な案件を持ったバイヤーだけでなく、純粋
に日本に興味があり、アクセスや食などの基本的な情報を
求めるバイヤーも多く、日本のMICEデスティネーションとしての関心の高さが窺えました。

コンベンション開催報告

02　とやま夢大陸　vol.117
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令和元年度 一般社団法人日本樹木医会 富山大会令和元年度 一般社団法人日本樹木医会 富山大会
主催：一般社団法人日本緑化センター・一般社団法人日本樹木医会 後援：林野庁・富山県・富山県教育委員会・富山市・公益社団法人国土緑化推進機構

会期：令和元年6月7日㈮～8日㈯  会場：富山県民会館ほか

そうだ! コンベンションは富山で開こう。

富山コンベンションビューロー　03

■日時：令和元年5月23日（木）～5月26日（日）
■会場：ANAクラウンプラザホテル富山ほか
■参加者：約340名

2019日台観光サミットin富山

歓迎看板：富山きときと空港
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■日時：令和元年6月7日（金）～8日（土）
■会場：富山県民会館及び富山第一ホテル
■参加者：280名

　新しい元号となり初めての開催となります令和元年度の日本樹木医会富山大会
が、富山県民会館の大ホールにおいて開催されました。初めに総会で前年度の事
業、決算報告に続いて今年度の事業、予算案の審議を行い承認を得ました。その
後、記念講演が開催され、富山県中央植物園副主幹で日本櫻学会評議員としても
活躍の大原隆明氏に、「日本のサクラ　富山のサクラ」と題して講演をいただき、
次に富山県支部会員の西村樹木医と松島樹木医による事例発表が行われました。
同日の夕方には場所を改め、富山第一ホテルにおいて交歓会が催され、富山の美
味に舌鼓を鳴らしていました。
　８日に実施されたエクスカーションでは、魚津市を流れる片貝川
上流部にある天然杉の群落にある推定樹齢５００年以上の洞杉の見学、
東山円筒分水槽、国の特別天然記念物に指定されている、魚津埋没
林博物館を訪問しました。
　両日を併せて３５０名が参加され、盛況のうちに終えることが出来
ました。

令和元年度（一社）日本樹木医会　富山大会

歓迎看板：富山駅

5

　台湾からの訪日旅行・日本からの訪台旅行双方の促進と、相互交流人口の拡大を目標
として、日台双方の旅行業界の経営者や観光業界のトップが一堂に集い、関係強化を図
る「2019日台観光サミットin富山」を開催しました。
　サミット会議では、相互交流人口800万人の実現や地方
都市への誘客拡大等を軸とした「日台観光サミット　富山
宣言」が合意されました。また、交流会や県内視察を通じ
て、参加者の皆様に富山県の多彩な観光資源の魅力を紹介
し、今後の台湾からの県内全域への一層の誘客を図るとと
もに、開催を契機とした富山－台北便のさらなる利用拡大
やスポーツ分野での交流促進など、双方向の交流を促進す
るためさまざまな分野での関係強化を図りました。

3 一般社団法人軽金属学会第136回春期大会

■日時：令和元年5月10日（金）～13日（月）
■会場：富山国際会議場・富山市民プラザ・ANAクラウンプラザホテル富山
■参加者：約568名

　（一社）軽金属学会第136回春期大会が、5月10日（金）～13日（月）に富山国際会議場を
主会場に開催されました。大会の参加者数は568名（学術講演件数188件）でした。一般
市民参加のもとで開催された市民フォーラムでは、富山県の誇るべき売薬制度の歴史と
未来像を、米原 寛 氏（越中史壇会会長）から『越中人（びと）のこころと薬』と題して講
演をいただきました。また、北陸支部企業展示、軽金属企業研究会、機器カタログ展示
を各企業がブースを開いて同時に開催しました。大会では、北陸のアルミ産業を広く
PRするため、「富山大会でまるわかり！北陸初の軽金属産業」と題して、支部企業セッ
ションを設け、市民フォーラムと同様に、一般市民参加のもとに男女共同参画セッショ
ンも行われました。最終日の5月13日（月）には新緑の黒部峡谷に赴き見学会が開催され
ました。
　本会は、令和元年に開催された記念すべき全国大会であり、大変に盛況であり、参加
者からは多大のお褒めを頂きました。会期中は、富山コンベンションビューローの観光
案内コーナーの設置、県及び市からの補助金支援をはじめ、奇麗な装飾の会場、豊富な
料理の懇親会が開催できたことなど、ご支援いただいた各位に心から感謝いたします。

歓迎看板：富山きときと空港



　4月に開催された「NCM2019」は、日本はもとよりアジア圏で初めて開催された国際会議で、主催者をはじめ参加者のほとんどが海
外からの方々で、ビューローをはじめとした関係機関の様々なサポートに対して、高く評価していただきました。また富山の魅力も十
分満喫していただけたのではないかと思います。今回は海外の主催者との直接交渉など、いろいろな面で初めて経験することも多く、
今後も主催者の様々なニーズにきめ細かく対応できるような支援に努めてまいりたいと思います。

編集後記

コンベンション・カレンダー
july september
7月 9月8月
太陽の光が降りそそぐ、明るく活動的な季節となりました。

august

７

　月

第２５回全国花のまちづくり南砺大会・式典
南砺市福野文化創造センター　［６００人］

６

２０１９年度日本建築学会　北陸支部総会・大会
高岡市生涯学習センター 富山大学高岡キャンパス　［２００人］

６
～７ 第２７回地球環境シンポジウム

富山国際会議場　［４２０人］
２７
～２９

第３６回和漢薬学会学術大会
富山国際会議場　［８００人］

３１～
９/１

第４回こしのくに国府サミット ㏌ 高岡
勝興寺　ほか　［２００人］

６
～７

令和元年全国知事会議 in 富山
ＡＮＡクラウンプラザホテル富山　［４００人］

２２
～２４

全国青果卸売協同組合連合会　第３０回通常総会
富山第一ホテル　［２００人］

２３
～２４

保健室からの発信　２０１９夏の全国学習交流集会
富山国際会議場　［２００人］

２７
～２８

第５５回中部日本小児科学会
ボルファート富山　［３００人］

２５

IIAI AAI & SNPD ２０１９
（先進的応用情報学に関する国際会議）
富山国際会議場　［４１０人］

７
～１２

令和元年度（公社）全国自治体病院協議会
北陸・信越ブロック会議
ホテルグランテラス富山　［２００人］

１１
～１２

１３th topical Workshop on 
Heterostructure Microelectronics
ホテルグランテラス富山　［１３０人］

２５
～２８

地方創生シンポジウム
富山国際会議場　［５００人］

２２

第６６回日本栄養改善学会学術総会
富山県民会館　［２，５００人］

５
～７

TAUP ２０１９ TOYAMA
（宇宙素粒子物理学と地下実験物理学の国際会議）
富山国際会議場　［４００人］

９
～１３

（一社）日本原子力学会　２０１９年秋の大会
富山大学五福キャンパス　［７５０人］

１１
～１３

SCOR２０１９年年会・日本海洋学会２０１９年度秋季大会
富山国際会議場　［５５０人］

２２
～２９

２０１９年度（公社）日本精神科医学会
学術教育研修会　栄養士部門
ＡＮＡクラウンプラザホテル富山　［１５０人］

２６
～２７

日台交流サミット in 富山
ホテルグランテラス富山　［３５０人］

２８
～２９

２０１９世界網膜の日 in 富山
富山県総合福祉会館　［３００人］

２２
９

　月

８ 

月

I N F O R M A T I O N

　６月６日に令和元年度第２回理事会が開催され、平成３０年度事業報告並びに収支決算について原案どおり承認さ
れました。

新規入会賛助会員
・㈱天高く〔麺家いろは富山空港店〕（飲食業）　・伸樹㈱「桜橋ビジネスホテル」（宿泊業）　　　　　　　　　

・㈲寿し処佐々木（飲食業）　・㈱四六八ちゃ（飲食業）　・（一社）地域・観光マネジメント（旅行業・飲食業）

２０１９年度東海北陸地区私立幼稚園
教育研究富山大会
富山市芸術文化ホール　富山国際会議場　ほか　［１，８００人］

１
～２８

　月

令和元年度第2回理事会開催

役員等の選任（平成31年4月15日）
評議員　下川　雅一（富山空港ターミナルビル株式会社参与）
　　　　田中　達也（富山県観光・交通振興局観光振興室長）
　　　　山本　稔浩（黒部市産業経済部長）

理事　島田　詠（株式会社富山第一銀行地域部長）
監事　吉川　禎（富山県会計管理者）
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